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●活動の目的 

建設業界の担い手確保を目的に、建設業界全体のイメージアップ活動を実施する。 
特に、男女ともに働きやすく、女性も活躍できる業界であることを、これからの世代を担

う、中学生や進路に影響を与えるその親世代を対象にイメージアップを図るため、女性土木

技術者が土木の PR 活動の中心的役割を担って実施する。 
 また、県内の土木業界内で働く女性同士の交流を深め、働きやすい環境整備や担い手確保

に向けた方策を検討する。 
 
●平成 31年度（令和元年度）活動実績 

◎講演会・交流会 

１）発足２周年記念講演会・交流会 

  みんなで語る！みんなで創る！これからの建設産業 

開催日：令和元年 10 月３日（木） 
場 所：興和ビル 会議室 (新潟市) 

 概 要：・みんなで語るこれからの建設産業 
全員参加のワールドカフェ「本当に必要な働き改革とは」 

・講演「女性活躍と建設産業を取り巻く現状について」 
講師：建設産業女性活躍推進ネットワーク 幹事長 須田久美子氏 

      参加者：講演会 59 名、 交流会 34 名が参加 
 成 果：参加者全員が意見を出し合う、ワールドカフェ方式で意見交換を実施したことに

より、テーマの「本当に必要な働き改革とは」に対して、様々な意見や課題を共

有でき、働きやすい職場環境を構築するために、個人がどうすべきか、組織をど

うすべきか、建設的な意見を出し合うことができた。また、講師の須田氏の講演

により、女性を取り巻く労働環境について、現状と、国の施策の最新情報を聞く

ことができ、仕事に対するモチベーションアップとなった。 
 
 
       【ワールドカフェ】        【須田氏の講演】 
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２）女性･若手で考える建設産業の未来の集い 2019 

開催日：令和元年 11 月７日（木） 
場 所：メディアシップ 新潟日報ホール（新潟市） 
概 要： （公社）日本技術士会北陸本部と共催で講演会・交流会を実施 
    基調講演１ 遠藤真理氏（フリーアナウンサー） 

基調講演２ 大竹 雄氏（新潟大学准教授） 
パネルディスカッション 

基調講演者 2 名＋下記パネラー 
中山正子氏（（株）キタック社長） 
猪俣一成氏（新潟県建設業協会青年部会長） 
荒木克 氏（ME 新潟の会・会長） 
瀬戸民枝氏（新潟県十日町地域振興局地域整備部副部長） 

参加者：講演会 105 名、交流会 61 名参加 
 成 果：若手の経営トップリーダーや女性リーダーを交え、建設業界の現状や今後期待さ

れることなどをパネラーとともに、参加者と意見交換を実施。期待される人材、

期待される仕事の進め方など、若手の疑問を互いに情報共有した。交流会では、

参加者相互の理解をより深めることができた。 
 

【パネルディスカッションの様子】         【交流会後の記念撮影】 
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新潟日報 令和元年 11月 9 日（土） 
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◎土木出張 PR 

  下記一覧表のとおり、県内２２校で実施、のべ 1,200 人以上が参加。 
 概 要：（一社）新潟県建設業協会、（一社） 建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会 北陸支部、 

（一社） 新潟県測量設計業協会、及び新潟県の４者が合同で中・高校生向けに土

木の魅力を PR。 
 参加者：のべ１，２００人以上の中学生・高校生が出席 
 成 果：中・高校生に対して、職業選択の一つに、魅力ある土木の存在をアピールする事

ができた。 
 

【赤泊中学校】 

 
【関川中学校】 

 
【津南中学校】  

地域 学校名 年 月 日 曜日
参加
人数

1 村上 関川村立 関川中学校 1 6 3 月 37

2 新発田 新発田市立 川東中学校 1 9 25 水 24

3 新発田 新発田市立 本丸中学校 2 1 22 水 179

4 新発田 県立 中条高等学校 1 9 27 金 91

5 新潟 新潟市立 曽野木中学校 1 9 27 金 84

6 新津 五泉市立 川東中学校 1 12 5 木 31

7 津川 県立 阿賀黎明中学校 1 5 17 金 5

8 三条 加茂市立 七谷中学校 1 7 3 水 7

9 長岡 長岡市立 東中学校 1 5 22 水 126

10 長岡 小千谷市立 東小千谷中学校 1 6 7 金 40

11 長岡 県立 栃尾高等学校 2 2 18 火 27

12 魚沼 魚沼市立 広神中学校 1 7 11 木 60

13 魚沼 魚沼市立 小出中学校 1 11 15 金 69

14 魚沼 魚沼市立 湯之谷中学校 1 9 20 金 46

15 南魚沼 南魚沼市立 八海中学校 1 11 12 火 86

16 十日町 津南町立 津南中学校 1 5 30 木 52

17 十日町 十日町市立 下条中学校 1 5 16 木 20

18 十日町 十日町市立 十日町中学校 1 6 14 金 71

19 十日町 十日町市立 川西中学校 1 9 6 金 48

20 上越 上越市立 板倉中学校 1 6 4 火 62

21 糸魚川 糸魚川市立 青海中学校 1 5 14 火 51

22 佐渡 佐渡市立 赤泊中学校 1 7 19 金 9

1,225
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◎にいがた土木女子会議のＰＲ 

１）ホームページへの情報発信 

 

 講演会の案内や、出張ＰＲの実施報告、新

採用職員の紹介など、随時情報を更新し、Ｐ

Ｒに務めている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ＰＲグッズの作成 

   講演会、各種イベント等で配布するＰＲグッズを作成した。 
 

●オリジナル軍手              ●オリジナル名札ストラップ 


